
駒ヶ根市版生涯活躍のまち構想 概要

コンセプ ト ： 人生100年型多世代交流コミュニティの実現
このまちに来たい、住みたい、住み続けたいと思える人が増えるように、地域の魅力を高め、誰もが居場所と
役割を持ち、つながりを持って支え合う地域づくりに取り組み、地域活力の確保や安心な暮らしの確保を目指す。

【基本方針】
（１） 誰もが活躍できる地域共生社会（ごちゃまぜ）の実現
（２） 持続可能な地域づくりに向け、地域特性を活かした取り組みを促進し、新たな人の流れをつくる
（３） リニア開通を見据え、関係人口増に向け中心市街地の整備を進める

１ 多世代・多文化交流の促進

【目標】 世代や国籍を超えて、障害を持った方、ケアが必要な方も、様々な人と
人とがつながりあう機会を増やすことで、地域共生の機能を高める。

〇交流拠点整備 〇大使村構想推進

３ 活躍の場づくり

【目標】 就労、ボランティア、生涯学習といった積極的な機会に加え、関わり合い
や支え合いのなかで役割や生きがいを感じられる機会を増やす。

〇交流拠点活用 〇多様な雇用創出 〇市民団体交流促進

２ 新たな人の流れ（学びの場づくり）

【目標】 若い世代の流出に歯止めをかけると共に、青年海外協力隊や大都市圏
の企業等と連携し、将来のライフスタイルの変化に合わせた環境作りを
進め、関係人口を増加させる。

〇ワーケーション推進 〇地域おこし協力隊活用 〇まちなか塾

（施設整備や事業展開の考え方）

施設整備や取り組みを中心市街地に集約させることで社会資源の密度
を高め、事業の推進力、成果を最大化させる。そのため、様々な施策や
活動の縦割りを乗り越え複合的な事業展開を行う。

（事業実施体制）

事業運営主体となる地域再生推進法人として、（公社）青年海外協力協
会（JOCA）を指定する。JOCAは関連する団体等との連携を図り、市内
一丸となってプロジェクトが推進されていくための中核機能を担う。

６ 地域の魅力を高める

【目標】 中心市街地を核に、アルプスの映えるまちとして、市外の人はもちろん、

駒ケ根で暮らす人が地域を楽しみ、誇りを持てるまちづくりをすすめる。

〇こまがねテラス連携 〇大使村構想推進 〇まちなか塾

５ 健康増進

【目標】 日々の関わり合いによる健康増進に加え、住民が自ら予防的な活動を
行う機会を増やしていくとともに、ケアが必要になった場合でも地域で
暮らし続けられる環境を整備する。

〇こまがね健康ステーション 〇ウェルネス 〇多世代交流 〇活躍の場（居場所）づくり

４ 移住定住促進

【目標】 移住者向け住まいの整備や立地適正化計画の推進など、時代に合った
住まいの整備が進められるよう関係機関との連携を強化する。

〇信州駒ヶ根暮らし推進協議会連携 〇ゲストハウス 〇お試し居住 〇住まい整備


